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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光量に応じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電変換素子と、
　前記蓄積される電荷を転送する第１の転送部と、
　前記転送される電荷を電圧または電流信号へ変換する電荷変換部と、
　前記電荷変換部を第１の電圧にリセットする電荷変換部リセット部と、
　前記変換された信号を出力する信号出力部と、
　前記信号出力部と接続される第１の転送線と、
　前記第１の転送線と接続される転送容量と、
　前記転送容量を介して前記第１の転送線と接続され、前記転送容量の容量による結合に
より、前記第１の転送線から信号が出力される第２の転送部と、
　前記転送容量を第２の電圧にリセットする転送容量リセット部と、
　前記第２の転送部からの信号が出力される第２の転送線と、
　前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換部リセット部により前記電荷変換部
をリセットした後、前記信号出力部を介して前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ
出力するときに、前記転送容量リセット部により前記転送容量をリセットするノイズ信号
読み出し動作と、前記転送容量リセット部をオフ状態にして、前記第１の転送部をオン状
態にして前記光電変換素子が蓄積する電荷を転送した後、前記信号出力部を介して、前記
電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する光ノイズ和信号読み出し動作と、により
前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号を出力させる駆動部と、
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　前記第２の電圧と同相の揺らぎ成分を持つ基準電圧を生成する基準電圧生成部と、
　前記第２の転送線と、前記基準電圧生成部とに接続され、前記第２の転送線から入力さ
れる信号と、前記基準電圧生成部から入力される前記基準電圧とを、選択して出力する出
力選択部と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　さらに、前記第２の転送線を第３の電圧にリセットする第２の転送線リセット部と、
　前記第２の転送線と前記出力選択部との間に設けられるサンプルホールド部とを備え、
　前記光ノイズ和信号読み出し動作は、
　前記第１の転送線の信号を前記第２の転送線へ出力した時に、前記サンプルホールド部
により前記第１の転送線から出力される信号をサンプルした後に、前記第２の転送線をリ
セットすること
を繰り返すことにより、前記第１の転送線から出力される信号のみを前記出力選択部に入
力することを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　受光量に応じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電変換素子と、
　前記蓄積される電荷を転送する第１の転送部と、
　前記転送される電荷を電圧または電流信号へ変換する電荷変換部と、
　前記電荷変換部を第１の電圧にリセットする電荷変換部リセット部と、
　前記変換された信号を出力する信号出力部と、
　前記信号出力部と接続される第１の転送線と、
　前記第１の転送線と接続される転送容量と、
　前記転送容量を介して前記第１の転送線と接続され、前記転送容量の容量による結合に
より、前記第１の転送線から信号が出力される第２の転送部と、
　前記転送容量を第２の電圧にリセットする転送容量リセット部と、
　前記第２の転送部からの信号が出力される第２の転送線と、
　前記第１の電圧に基づく基準電圧を生成する基準電圧生成部であって、当該基準電圧生
成部の電圧を前記第１の電圧にリセットする基準電圧生成部リセット部と、前記基準電圧
生成部リセット部の信号を出力する基準電圧生成部信号出力部と、前記基準電圧生成部信
号出力部からの信号を、前記基準電圧として前記第２の転送線へ出力する第３の転送部と
、を備える基準電圧生成部と、
　前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換部リセット部により前記電荷変換部
をリセットした後、前記信号出力部を介して前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ
出力するときに、前記転送容量リセット部により前記転送容量をリセットするノイズ信号
読み出し動作と、前記転送容量リセット部をオフ状態にして、前記第１の転送部をオン状
態にして前記光電変換素子が蓄積する電荷を転送した後、前記信号出力部を介して、前記
電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する光ノイズ和信号読み出し動作と、により
前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号を出力させるとともに、前記第１の
転送線から出力される信号と前記基準電圧とが交互に前記第２の転送線へ出力されるよう
に、前記第２の転送部及び前記第３の転送部を駆動する駆動部と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置の出力する前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とを送信
する送信部と、
　前記送信部が送信する信号を受信する受信部と、
　前記受信部が受信する信号を演算する演算部と、
を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項５】
　前記演算部は、
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　前記受信部が受信する信号の信号強度を測定する信号強度測定部と、
　前記測定した信号強度に基づき、前記受信部が受信する信号の増幅率を設定する増幅率
設定部と、
　前記増幅率と、前記基準電圧とに基づき、前記第１の転送線から出力される信号と前記
基準電圧とを演算し、前記第１の転送線から出力される信号から伝送時の同相ノイズ成分
を差し引いた撮像信号を出力する撮像信号演算部と、
を備えることを特徴とする請求項４記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記撮像信号演算部は、
　前記基準電圧の直流成分を抽出する直流成分抽出部と、
　前記増幅率と、前記直流成分とに基づき、前記第１の転送線から出力される信号に含ま
れる伝送時の同相ノイズ成分を除去するノイズ成分除去部とを備えることを特徴とする請
求項５記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　請求項３に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置の出力する前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とを送信
する送信部と、
　前記送信部が送信する信号を受信する受信部と、
　前記受信部が受信する信号を演算する演算部と、
を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項８】
　前記演算部は、
　前記受信部が受信する信号の信号強度を測定する信号強度測定部と、
　前記測定した信号強度に基づき、前記受信部が受信する信号の増幅率を設定する増幅率
設定部と、
　前記増幅率と、前記基準電圧とに基づき、前記第１の転送線から出力される信号と前記
基準電圧とを演算し、前記第１の転送線から出力される信号から伝送時の同相ノイズ成分
を差し引いた撮像信号を出力する撮像信号演算部と、
を備えることを特徴とする請求項７記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記撮像信号演算部は、
　前記基準電圧の直流成分を抽出する直流成分抽出部と、
　前記増幅率と、前記直流成分とに基づき、前記第１の転送線から出力される信号に含ま
れる伝送時の同相ノイズ成分を除去するノイズ成分除去部と、
を備えることを特徴とする請求項８記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　受光量に応じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電変換素子と、前記蓄積される電荷
を転送する第１の転送部と、前記転送される電荷を電圧または電流信号へ変換する電荷変
換部と、前記電荷変換部を第１の電圧にリセットする電荷変換部リセット部と、前記変換
された信号を出力する信号出力部と、前記信号出力部と接続される第１の転送線と、前記
第１の転送線と接続される転送容量と、前記転送容量を介して前記第１の転送線と接続さ
れ、前記転送容量の容量による結合により、前記第１の転送線から信号が出力される第２
の転送部と、前記転送容量を第２の電圧にリセットする転送容量リセット部と、前記第２
の転送部からの信号が出力される第２の転送線と、を備える撮像装置におけるノイズ除去
方法であって、
　前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換部リセット部により前記電荷変換部
をリセットする工程と、
　前記信号出力部を介して前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力するときに、
前記転送容量リセット部により前記転送容量をリセットする工程と、
　前記転送容量リセット部をオフ状態にして、前記第１の転送部をオン状態にして前記光
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電変換素子が蓄積する電荷を転送する工程と、
　前記信号出力部を介して、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する工程と
、
　前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号を出力させる工程と、
　前記第２の電圧と同相の揺らぎ成分を持つ基準電圧を生成する基準電圧生成工程と、
　前記第２の転送線から入力される信号と、前記基準電圧生成工程で生成される前記基準
電圧とを、選択して出力する出力選択工程と、
を備えることを特徴とするノイズ除去方法。
【請求項１１】
　受光量に応じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電変換素子と、前記蓄積される電荷
を転送する第１の転送部と、前記転送される電荷を電圧または電流信号へ変換する電荷変
換部と、前記電荷変換部を第１の電圧にリセットする電荷変換部リセット部と、前記変換
された信号を出力する信号出力部と、前記信号出力部と接続される第１の転送線と、前記
第１の転送線と接続される転送容量と、前記転送容量を介して前記第１の転送線と接続さ
れ、前記転送容量の容量による結合により、前記第１の転送線から信号が出力される第２
の転送部と、前記転送容量を第２の電圧にリセットする転送容量リセット部と、前記第２
の転送部からの信号が出力される第２の転送線と、前記第１の電圧に基づく基準電圧を生
成する基準電圧生成部であって、当該基準電圧生成部の電圧を前記第１の電圧にリセット
する基準電圧生成部リセット部と、前記基準電圧生成部リセット部の信号を出力する基準
電圧生成部信号出力部と、前記基準電圧生成部信号出力部からの信号を、前記基準電圧と
して前記第２の転送線へ出力する第３の転送部と、を有する基準電圧生成部と、を備える
撮像装置におけるノイズ除去方法であって、
　前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換部リセット部により前記電荷変換部
をリセットする工程と、
　前記信号出力部を介して前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力するときに、
前記転送容量リセット部により前記転送容量をリセットする工程と、
　前記転送容量リセット部をオフ状態にして、前記第１の転送部をオン状態にして前記光
電変換素子が蓄積する電荷を転送する工程と、
　前記信号出力部を介して、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する工程と
、
　前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とが交互に前記第２の転送線へ出
力されるように、前記第２の転送部及び前記第３の転送部を駆動する工程と、
を備えることを特徴とするノイズ除去方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮像装置を備えた内視鏡システム及び撮像装置を備えたノイズ除
去方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃ
ｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサを有する撮像装置では、画素列ごとのトランジスタの
ばらつきによる固定パターンノイズと、単位画素内の電荷電圧変換部のリセットノイズと
を除去するために、画素列毎にノイズ除去部を設けることが知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　図１５は、従来の撮像装置の構成を示す回路図である。この例では、撮像装置５００が
ＣＭＯＳイメージセンサを有する場合を説明する。
【０００４】
　撮像装置５００は、例えば、内視鏡の先端部に配置され、受光部と読み出し部とを含む
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。受光部は、複数行複数列にわたって二次元マトリクス状に配置される複数の単位画素５
３０と、各単位画素５３０から出力される信号を転送する垂直転送線５３９とから構成さ
れる。読み出し部は、垂直走査部（行選択回路）５４１と、画素列毎に設けられるノイズ
除去部５４３と、水平走査部（列選択回路）５５８とから構成される。
【０００５】
　各単位画素５３０は、入射光量に応じた信号電荷を蓄積するフォトダイオードと、フォ
トダイオードから転送される信号電荷を電圧変換する電荷変換部と、フォトダイオードか
ら信号電荷を電荷変換部に転送する転送トランジスタと、電荷変換部に転送された信号電
荷をリセットするリセットトランジスタと、行選択トランジスタと、行選択トランジスタ
がオン状態のときに、電圧変換された信号電荷の電圧レベルの変化をソースフォロアで対
応する垂直転送線５３９に、撮像信号として出力する出力トランジスタと、を備える。
【０００６】
　読み出し部は、垂直走査部（行選択回路）５４１により任意の行の行選択トランジスタ
をオン状態にして、撮像信号を垂直転送線５３９に読み出す。読み出された撮像信号は、
ノイズ除去部５４３に入力され、ノイズ成分が除去される。その後、水平走査部５５８に
より画像情報として外部に出力される。
【０００７】
　図１６は、図１５に示す撮像装置のノイズ除去部の構成を表す回路図である。ノイズ除
去部５４３は、一端側が垂直転送線５３９に接続されたサンプルホールド用のトランジス
タ５４４と、トランジスタ５４４の他端側に一端側が接続された結合コンデンサ（ＡＣ結
合容量）ＣＣと、ＡＣ結合容量ＣＣの他端側とグラウンドとの間に接続された電荷蓄積用
コンデンサ（サンプル容量）ＣＳと、ＡＣ結合容量ＣＣとサンプル容量ＣＳとの接続ノー
ドＳＮに接続される電位クランプ用トランジスタ５４５と、を備える。なお、接続ノード
ＳＮは、水平走査部５５８に接続される。
【０００８】
　ノイズ除去部５４３は、まず、画素リセット時にサンプルホールド用のトランジスタ５
４４をオン状態にして、ＡＣ結合容量ＣＣにより、垂直転送線５３９によって転送された
ノイズ信号を伝達し、電位クランプ用トランジスタ５４５を所定期間オン状態にして、サ
ンプル容量ＣＳにノイズ信号レベルをサンプルする。その後、撮像信号読み出し時に、再
度、ノイズ信号を含む撮像信号（光ノイズ和信号）をＡＣ結合容量ＣＣにより伝達する。
画素リセット後における撮像信号の電圧変化分が伝達されるので、結果として、光ノイズ
和信号からノイズ信号を差し引いた撮像信号を取り出すことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－５９６９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図１６に示すノイズ除去部５４３は、画素列毎にＡＣ結合容量ＣＣとサンプル容量ＣＳ
の２つのコンデンサが必要となる。画素数が増加すると、コンデンサの大きさが制約とな
り、撮像装置の小型化が困難になる。さらに、信号レベルをサンプルする際に、ＡＣ結合
容量ＣＣとサンプル容量ＣＳの容量分割により、ゲインが低下し、Ｓ／Ｎ比が悪化する。
これを抑制するためには、ＡＣ結合容量ＣＣを大きくする必要があり、そうすると小型化
がさらに困難になる。
【００１１】
　また、内視鏡は、先端部に撮像装置を設け、先端部の撮像装置とプロセッサ等の制御装
置とを数ｍの伝送ケーブルを介して接続している。そのため、撮像装置を内視鏡に用いる
場合、撮像信号を伝送ケーブルを介して長距離伝送しなければならず、伝送途中でノイズ
が混入する可能性が非常に高い。しかしながら、撮像素子から撮像信号のみを伝送すると
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、伝送途中で混入するノイズを除去することが困難である。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、小型化を図りつつも画質が低下しない
撮像装置、内視鏡システム及びノイズ除去方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明による撮像装置は、受光量に応
じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電変換素子と、前記蓄積される電荷を転送する第
１の転送部と、前記転送される電荷を電圧または電流信号へ変換する電荷変換部と、前記
電荷変換部を第１の電圧にリセットする電荷変換部リセット部と、前記変換された信号を
出力する信号出力部と、前記信号出力部と接続される第１の転送線と、前記第１の転送線
と接続される転送容量と、前記転送容量を介して前記第１の転送線と接続され、前記転送
容量の容量による結合により、前記第１の転送線から信号が出力される第２の転送部と、
前記転送容量を第２の電圧にリセットする転送容量リセット部と、前記第２の転送部から
の信号が出力される第２の転送線と、前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換
部リセット部により前記電荷変換部をリセットした後、前記信号出力部を介して前記電荷
変換部の信号を前記第１の転送線へ出力するときに、前記転送容量リセット部により前記
転送容量をリセットするノイズ信号読み出し動作と、前記転送容量リセット部をオフ状態
にして、前記第１の転送部をオン状態にして前記光電変換素子が蓄積する電荷を転送した
後、前記信号出力部を介して、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する光ノ
イズ和信号読み出し動作と、により前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号
を出力させる駆動部と、を備えることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る撮像装置は、上記発明において、さらに、前記第２の電圧と同相の揺らぎ
成分を持つ基準電圧を生成する基準電圧生成部と、前記第２の転送線と、前記基準電圧生
成部とに接続され、前記第２の転送線から入力される信号と、前記基準電圧生成部から入
力される前記基準電圧とを、選択して出力する出力選択部と、を備えることを特徴とする
。
【００１５】
　本発明に係る撮像装置は、上記発明において、さらに、前記第２の転送線を第３の電圧
にリセットする第２の転送線リセット部と、前記第２の転送線と前記出力選択部との間に
設けられるサンプルホールド部とを備え、前記光ノイズ和信号読み出し動作は、前記第１
の転送線の信号を前記第２の転送線へ出力した時に、前記サンプルホールド部により前記
第１の転送線から出力される信号をサンプルした後に、前記第２の転送線をリセットする
ことを繰り返すことにより、前記第１の転送線から出力される信号のみを前記出力選択部
に入力することを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る撮像装置は、上記発明において、さらに、前記第１の電圧に基づく基準電
圧を生成する基準電圧生成部を備え、前記基準電圧生成部は、当該基準電圧生成部の電圧
を前記第１の電圧にリセットする基準電圧生成部リセット部と、前記基準電圧生成部リセ
ット部の信号を出力する基準電圧生成部信号出力部と、前記基準電圧生成部信号出力部か
らの信号を、前記基準電圧として前記第２の転送線へ出力する第３の転送部と、を備え、
前記駆動部は、前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とが交互に前記第２
の転送線へ出力されるように、前記第２の転送部及び前記第３の転送部を駆動することを
特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る内視鏡システムは、上記発明における撮像装置と、前記撮像装置の出力す
る前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とを送信する送信部と、前記送信
部が送信する信号を受信する受信部と、前記受信部が受信する信号を演算する演算部と、
を備えることを特徴とする。



(7) JP 5596888 B1 2014.9.24

10

20

30

40

50

【００１８】
　本発明に係る内視鏡システムは、上記発明において、前記演算部が、前記受信部が受信
する信号の信号強度を測定する信号強度測定部と、前記測定した信号強度に基づき、前記
受信部が受信する信号の増幅率を設定する増幅率設定部と、前記増幅率と、前記基準電圧
とに基づき、前記第１の転送線から出力される信号と前記基準電圧とを演算し、前記第１
の転送線から出力される信号から伝送時の同相ノイズ成分を差し引いた撮像信号を出力す
る撮像信号演算部と、を備えることを特徴とする。
【００１９】
　本発明に係る内視鏡システムは、上記発明において、前記撮像信号演算部が、前記基準
電圧の直流成分を抽出する直流成分抽出部と、前記増幅率と、前記直流成分とに基づき、
前記第１の転送線から出力される信号に含まれる伝送時の同相ノイズ成分を除去するノイ
ズ成分除去部とを備えることを特徴とする。
【００２０】
　本発明に係るノイズ除去方法は、受光量に応じて光電変換を行い、電荷を蓄積する光電
変換素子と、前記蓄積される電荷を転送する第１の転送部と、前記転送される電荷を電圧
または電流信号へ変換する電荷変換部と、前記電荷変換部を第１の電圧にリセットする電
荷変換部リセット部と、前記変換された信号を出力する信号出力部と、前記信号出力部と
接続される第１の転送線と、前記第１の転送線と接続される転送容量と、前記転送容量を
介して前記第１の転送線と接続され、前記転送容量の容量による結合により、前記第１の
転送線から信号が出力される第２の転送部と、前記転送容量を第２の電圧にリセットする
転送容量リセット部と、前記第２の転送部からの信号が出力される第２の転送線と、を備
える撮像装置におけるノイズ除去方法であって、前記第１の転送部をオフ状態にして、前
記電荷変換部リセット部により前記電荷変換部をリセットする工程と、前記信号出力部を
介して前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力するときに、前記転送容量リセッ
ト部により前記転送容量をリセットする工程と、前記転送容量リセット部をオフ状態にし
て、前記第１の転送部をオン状態にして前記光電変換素子が蓄積する電荷を転送する工程
と、前記信号出力部を介して、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する工程
と、前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号を出力させる工程とを備えるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、小型化を図りつつも画質が低下しない撮像装置、内視鏡システム及び
ノイズ除去方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１による内視鏡システムの全体構成を模式的に示す
図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１による内視鏡システムの要部の機能を表すブロッ
ク図である。
【図３】図３は、図２に示す第１チップの詳細を示すブロック図である。
【図４】図４は、実施の形態１による内視鏡システムの第１チップの構成を示す回路図で
ある。
【図５】図５は、実施の形態１による内視鏡システムの基準電圧生成部の構成を示す回路
図である。
【図６】図６は、実施の形態１による撮像装置の駆動信号を示すタイミングチャートであ
る。
【図７】図７は、実施の形態１の変形例による内視鏡システムの第１チップの構成を示す
回路図である。
【図８】図８は、実施の形態１の変形例による内視鏡システムの基準電圧生成部の構成を
示す回路図である。
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【図９】図９は、実施の形態１の変形例による撮像装置の駆動信号を示すタイミングチャ
ートである。
【図１０】図１０は、実施の形態２による内視鏡システムの機能を表すブロック図である
。
【図１１】図１１は、実施の形態２における伝送時の同相ノイズ成分を説明するための概
念図である。
【図１２】図１２は、実施の形態２による伝送ノイズ除去効果を説明するためのグラフで
ある。
【図１３】図１３は、実施の形態３による内視鏡システムの機能を表すブロック図である
。
【図１４】図１４は、実施の形態３における伝送時の同相ノイズ成分を説明するための概
念図である。
【図１５】図１５は、従来の撮像装置の構成を示す回路図である。
【図１６】図１６は、図１５に示す撮像装置のノイズ除去部の構成を表す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の説明では、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として
、撮像装置を備えた内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形態により、こ
の発明が限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同一の符
号を付している。さらにまた、図面は、模式的なものであり、各部材の厚みと幅との関係
、各部材の比率等は、現実と異なることに留意する必要がある。また、図面の相互間にお
いても、互いの寸法や比率が異なる部分が含まれている。
【００２４】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１による内視鏡システムの全体構成を模式的に示す図であ
る。同図に示す内視鏡システム１は、内視鏡２と、伝送ケーブル３と、コネクタ部５と、
プロセッサ（制御装置）６と、表示装置７と、光源装置８と、を備える。内視鏡２は、被
検体の体腔内に先端部を挿入することによって被検体の体内画像を撮像して撮像信号を出
力する。伝送ケーブル３は、内視鏡２とコネクタ部５を接続する。コネクタ部５は、内視
鏡２、プロセッサ６及び光源装置８に接続され、接続された内視鏡２が出力する撮像信号
に所定の信号処理を施すとともに、撮像信号をアナログデジタル変換（Ａ／Ｄ変換）して
画像信号として出力する。プロセッサ６は、コネクタ部５から出力される画像信号に所定
の画像処理を施すとともに、内視鏡システム１全体を制御する。表示装置７は、プロセッ
サ６が処理を施した画像信号を表示する。光源装置８は、例えば、白色ＬＥＤを用いて構
成される。光源装置８が点灯するパルス状の白色光は、コネクタ部５、伝送ケーブル３を
経由して内視鏡２の挿入部の先端部へ達し、その先端部から被写体へ向けて照射する照明
光となる。
【００２５】
　内視鏡２は、被検体の体腔内に挿入される挿入部の先端側に、体内画像の撮像を行う撮
像部(撮像装置)２０が設けられ、挿入部の基端側に、内視鏡２に対する各種操作を受け付
ける操作部４が接続される。撮像部２０は、伝送ケーブル３により、操作部４を介して、
コネクタ部５に接続される。撮像部２０が撮像した画像の撮像信号は、例えば、数ｍの長
さを有する伝送ケーブル３を通り、コネクタ部５に出力される。
【００２６】
　図２は、本発明の実施の形態１による内視鏡システムの要部の機能を表すブロック図で
ある。図２を参照して、内視鏡システム１の各構成の詳細及び内視鏡システム１内の電気
信号の経路を説明する。
【００２７】
　撮像部２０は、受光部２３を有する第１チップ２１と、バッファ２７を有する第２チッ
プ２２とを含む。第１チップ２１と第２チップ２２は相対して貼り合わされ、チップ間は
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、チップの周縁部に配置されるパッド、またはチップ間を貫通するビア等により接続され
る。なお、第１チップ２１と第２チップ２２は、双方の主面が平行になるように配置する
ものに限らず、周囲の構造により、横に並べて配置したり、一方の主面に対して他方の主
面が垂直になるように配置したりしてもよい。
【００２８】
　撮像部２０の第１チップ２１は、多数の単位画素が行列方向に二次元マトリクス状に配
置される受光部２３と、受光部２３で光電変換された撮像信号を読み出す読み出し部２４
と、コネクタ部５から送出される基準クロック信号及び同期信号に基づきタイミング信号
を生成して読み出し部２４に供給するタイミング生成部２５と、撮像信号を第２チップ２
２に出力するマルチプレクサ２６と、を含む。なお、第１チップ２１のより詳細な構成に
ついては、図３を参照して後に詳述する。
【００２９】
　撮像部２０の第２チップ２２は、伝送ケーブル３及びコネクタ部５を介して、第１チッ
プ２１から出力される撮像信号の交流成分のみをプロセッサ６へ送信する送信部として機
能するバッファ２７を含む。なお、第１チップ２１と第２チップ２２に搭載される回路の
組み合わせは設計の都合に合わせて適宜変更可能である。
【００３０】
　また、撮像部２０は、伝送ケーブル３を介して、プロセッサ６内の電源部６１で生成さ
れた電源電圧（ＶＤＤ）をグラウンド（ＧＮＤ）とともに受け取る。撮像部２０に供給さ
れた電源電圧（ＶＤＤ）とグラウンド（ＧＮＤ）の間には、電源安定用のコンデンサＣ１
が設けられる。
【００３１】
　コネクタ部５は、アナログ・フロント・エンド（ＡＦＥ）部５１と撮像信号処理部５２
とを含む。コネクタ部５は、内視鏡２（撮像部２０）とプロセッサ６とを電気的に接続し
、電気信号を中継する中継処理部として機能する。コネクタ部５と撮像部２０とは伝送ケ
ーブル３で接続され、コネクタ部５とプロセッサ６とは、例えば、コイルケーブルにより
接続される。また、コネクタ部５は、光源装置８にも接続されている。
【００３２】
　ＡＦＥ部５１は、撮像部２０から伝送される撮像信号を受信し、抵抗などの受動素子で
インピーダンスマッチングを行った後、コンデンサで交流成分を取り出し、分圧抵抗で動
作点を決定する。その後、ＡＦＥ部５１は、アナログ撮像信号を、アナログデジタル（Ａ
／Ｄ）変換して、デジタル撮像信号として、撮像信号処理部５２に送出する。
【００３３】
　撮像信号処理部５２は、例えば、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）により構成され、内視鏡２の各構成部の動作の基準となる基準ク
ロック信号（例えば、２７ＭＨｚのクロック）及び各フレームのスタート位置を表す同期
信号を生成して、タイミング生成部２５に供給するとともに、ＡＦＥ部５１から入力され
るデジタル撮像信号に対してノイズ除去等の所定の信号処理を行う。
【００３４】
　プロセッサ６は、電源部６１と画像信号処理部６２とを含んで構成され、内視鏡システ
ム１の全体を制御する制御装置である。電源部６１は、電源電圧（ＶＤＤ）を生成し、こ
の生成した電源電圧をグラウンド（ＧＮＤ）とともに、コネクタ部５及び伝送ケーブル３
を介して、撮像部２０に供給する。画像信号処理部６２は、撮像信号処理部５２でノイズ
除去等の信号処理が施されたデジタル撮像信号に対して、所定の画像処理を行い、画像信
号として、表示装置７に出力する。
【００３５】
　表示装置７は画像信号に基づき、撮像部２０が撮像した画像を表示する。画像信号処理
部６２における画像処理は、例えば、同時化処理、ホワイトバランス（ＷＢ）調整処理、
ゲイン調整処理、ガンマ補正処理、デジタルアナログ（Ｄ／Ａ）変換処理、フォーマット
変換処理等である。
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【００３６】
　図３は、図２に示す第１チップの詳細な構成を示すブロック図である。図４は、実施の
形態１による内視鏡システムの第１チップの構成を示す回路図である。第１チップ２１に
は、例えば、受光部２３と、読み出し部（駆動部）２４と、タイミング生成部２５と、マ
ルチプレクサ２６とが搭載される。受光部２３の詳細については、図４を参照して後述す
る。なお、タイミング生成部２５の前段、すなわち、タイミング生成部２５の入力とプロ
セッサ６間には、ヒステリシス回路２８が設けられている。ヒステリシス回路２８は、伝
送ケーブル３により長距離伝送された基準クロック信号及び同期信号の波形整形を行う。
ヒステリシス回路２８で波形整形された基準クロック信号及び同期信号は、タイミング生
成部２５に入力される。
【００３７】
　タイミング生成部２５は、ヒステリシス回路２８で整形された基準クロック信号及び同
期信号に基づき、各種駆動信号（φＴａ、φＴｂ、φＲ、φＸ、φＶＣＬ、φＨＣＬＲ、
φＨＣＬＫ、φＭＵＸＳＥＬ、φＶＳＨ）を生成し、垂直走査部２４１、ノイズ除去部２
４３、水平走査部２４５、マルチプレクサ２６、及び基準電圧生成部２４６に供給する。
【００３８】
　読み出し部２４は、垂直走査部（行選択回路）２４１と、定電流源２４２と、ノイズ除
去部２４３と、列ソースフォロアバッファ（トランジスタ）２４４と、水平走査部（列選
択回路）２４５と、基準電圧生成部２４６と、を含む。
【００３９】
　垂直走査部２４１は、タイミング生成部２５から供給される駆動信号（φＴ、φＲ、φ
Ｘ）に基づき、受光部２３の選択された行＜Ｎ＞（Ｎ＝０，１，２，…，ｎ－１，ｎ）に
行選択パルスφＴａ＜Ｎ＞、φＴｂ＜Ｎ＞、φＲ＜Ｎ＞及びφＸ＜Ｎ＞を印加して、受光
部２３の各単位画素２３０を定電流源２４２で駆動し、撮像信号及び画素リセット時のノ
イズ信号を垂直転送線２３９に転送し、ノイズ除去部２４３に出力する。
【００４０】
　ノイズ除去部２４３は、各単位画素２３０ごとの出力ばらつきと、画素リセット時のノ
イズ信号とを除去し、各単位画素２３０で光電変換された撮像信号を列ソースフォロアバ
ッファ２４４に出力する。なお、ノイズ除去部２４３の詳細は、図４を参照して後述する
。
【００４１】
　水平走査部２４５は、タイミング生成部２５から供給される駆動信号（φＨＣＬＫ）に
基づき、受光部２３の選択された列＜Ｍ＞（Ｍ＝０，１，２，…，ｍ－１，ｍ）に列選択
パルスφＨＣＬＫ＜Ｍ＞を印加し、各単位画素２３０で光電変換された撮像信号を列ソー
スフォロアバッファ２４４を介して、水平転送線２５８に転送し、マルチプレクサ２６に
出力する。
【００４２】
　マルチプレクサ２６は、タイミング生成部２５から供給される駆動信号（φＭＵＸＳＥ
Ｌ）により駆動され、水平転送線２５８を通じて入力される撮像信号と基準電圧生成部２
４６で生成される基準電圧Ｖｒｅｆ（定電圧信号）とを交互に、出力部（アンプ）３１を
介して、第２チップ２２に出力する。ここで出力される基準電圧Ｖｒｅｆは、コネクタ部
５の撮像信号処理部５２等において、撮像信号伝送時の伝送ケーブル３で重畳される同相
ノイズ除去のために利用される。なお、必要に応じて、マルチプレクサ２６の入力側にゲ
イン調整のためのアンプを設けてもよい。
【００４３】
　第１チップ２１の受光部２３には、多数の単位画素２３０が二次元マトリクス状に配列
される。各単位画素２３０は、光電変換素子（フォトダイオード）２３１及び２３２と、
電荷変換部２３３と、転送トランジスタ（第１の転送部）２３４及び２３５と、電荷変換
部リセット部（トランジスタ）２３６と、画素ソースフォロアトランジスタ２３７及び画
素出力スイッチ（信号出力部）２３８と、を含む。なお、本明細書では、１又は複数の光



(11) JP 5596888 B1 2014.9.24

10

20

30

40

50

電変換素子と、それぞれの光電変換素子から信号電荷を電荷変換部２３３に転送するため
の転送トランジスタとを単位セルと呼ぶ。すなわち、単位セルには１又は複数の光電変換
素子と転送トランジスタの組が含まれ、各単位画素２３０には、１つの単位セルが含まれ
る。
【００４４】
　光電変換素子２３１及び２３２は、入射光をその光量に応じた信号電荷量に光電変換し
て蓄積する。光電変換素子２３１及び２３２のカソード側は、それぞれ転送トランジスタ
２３４及び２３５の一端側に接続され、アノード側はグラウンドＧＮＤに接続される。電
荷変換部２３３は、浮遊拡散容量（ＦＤ）からなり、光電変換素子２３１及び２３２で蓄
積された電荷を電圧に変換する。
【００４５】
　転送トランジスタ２３４及び２３５は、それぞれ光電変換素子２３１及び２３２から電
荷変換部２３３に電荷を転送する。転送トランジスタ２３４及び２３５のそれぞれのゲー
トには、駆動パルス（行選択パルス）φＴａ及びφＴｂが供給される信号線が接続され、
他端側は電荷変換部２３３に接続される。垂直走査部２４１から信号線を介して駆動パル
スφＴａ及びφＴｂが供給されると、転送トランジスタ２３４及び２３５がオン状態とな
り、光電変換素子２３１及び２３２から電荷変換部２３３に信号電荷が転送される。
【００４６】
　電荷変換部リセット部（トランジスタ）２３６は、電荷変換部２３３を所定電位にリセ
ットする。電荷変換部リセット部２３６は、一端側が電源電圧ＶＤＤに接続され、他端側
が電荷変換部２３３に接続され、ゲートには駆動パルスφＲが供給される信号線が接続さ
れる。垂直走査部２４１から信号線を介してφＲが供給されると、電荷変換部リセット部
２３６がオン状態となり、電荷変換部２３３に蓄積された信号電荷が放出されて、電荷変
換部２３３が所定電位にリセットされる。
【００４７】
　画素ソースフォロアトランジスタ２３７は、一端側が電源電圧ＶＤＤに接続され、他端
側が画素出力スイッチ２３８の一端側に接続される。ゲートには電荷変換部２３３で電圧
変換された信号（撮像信号又はリセット時の信号）が入力される。画素出力スイッチ２３
８は、電荷変換部２３３で電圧変換された信号を垂直転送線２３９に出力する。画素出力
スイッチ２３８の他端側は垂直転送線２３９に接続され、ゲートには、駆動パルスφＸが
供給される信号線が接続される。画素出力スイッチ２３８のゲートに垂直走査部２４１か
ら信号線を介して駆動パルスφＸが供給されると、画素出力スイッチ２３８がオン状態と
なり、撮像信号又はリセット時の信号が垂直転送線２３９に転送される。
【００４８】
　定電流源２４２は、一端側が垂直転送線２３９に接続され、他端側がグラウンドＧＮＤ
に接続され、ゲートにはバイアス電圧Ｖｂｉａｓ１が印加される。単位画素２３０を定電
流源２４２で駆動し、単位画素２３０の出力を垂直転送線２３９へ読み出す。垂直転送線
２３９へ読み出された信号は、ノイズ除去部２４３に入力される。
【００４９】
　ノイズ除去部２４３は、転送容量（ＡＣ結合コンデンサ）２５２と、クランプスイッチ
（トランジスタ）２５３と、を含む。転送容量２５２は、一端側が垂直転送線２３９に接
続され、他端側が列ソースフォロアトランジスタ２４４に接続される。クランプスイッチ
２５３は、一端側が基準電圧生成部２４６からクランプ電圧Ｖｃｌｐが供給される信号線
に接続される。クランプスイッチ２５３の他端側は、転送容量２５２と列ソースフォロア
トランジスタ２４４間に接続され、ゲートには、タイミング生成部２５から駆動信号φＶ
ＣＬが入力される。ノイズ除去部２４３に入力される撮像信号はノイズ成分を含んだ光ノ
イズ和信号である。
【００５０】
　タイミング生成部２５から、駆動信号φＶＣＬがクランプスイッチ２５３のゲートに入
力されると、クランプスイッチ２５３がオン状態となり、転送容量２５２は、基準電圧生
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成部２４６から供給されるクランプ電圧Ｖｃｌｐによりリセットされる。ノイズ除去部２
４３でノイズ除去された撮像信号は、列ソースフォロアトランジスタ２４４のゲートに入
力される。
【００５１】
　ノイズ除去部２４３は、サンプリング用のコンデンサ（サンプリング容量）を必要とし
ないため、転送容量（ＡＣ結合コンデンサ）２５２の容量は、列ソースフォロアトランジ
スタ２４４の入力容量に対する十分な容量であればよい。加えて、ノイズ除去部２４３は
、サンプリング容量の無い分、第１チップ２１における占有面積を小さくすることができ
る。
【００５２】
　列ソースフォロアトランジスタ２４４の一端側は、電源電圧ＶＤＤに接続され、他端側
は列選択スイッチ（第２の転送部）２５４の一端側に接続され、ゲートにはノイズ除去部
２４３でノイズ除去された撮像信号が入力される。列選択スイッチ２５４の一端側は、列
ソースフォロアトランジスタ２４４の他端側に接続され、他端側は水平転送線（第２の転
送線）２５８に接続される。列選択スイッチ２５４のゲートには、水平走査部２４５から
駆動信号φＨＣＬＫ＜Ｍ＞を供給するための信号線が接続される。列＜Ｍ＞の列選択スイ
ッチ２５４のゲートに水平走査部２４５から駆動信号φＨＣＬＫ＜Ｍ＞が供給されると、
列選択スイッチ２５４がオン状態となり、列＜Ｍ＞の垂直転送線２３９の信号（ノイズ除
去部２４３でノイズ除去された撮像信号）が水平転送線２５８に転送される。
【００５３】
　定電流源２５７は、一端側が水平転送線２５８に接続され、他端側がグラウンドＧＮＤ
に接続され、ゲートにはバイアス電圧Ｖｂｉａｓ２が印加される。定電流源２５７は撮像
信号を垂直転送線２３９から水平転送線２５８へ読み出す。水平転送線２５８へ読み出さ
れた信号は、サンプルホールド部２５５に入力される。
【００５４】
　水平リセットトランジスタ２５６の一端側は水平リセット電圧Ｖｃｌｒに接続され、他
端側は水平転送線２５８に接続される。水平リセットトランジスタ２５６のゲートには、
タイミング生成部２５から駆動信号φＨＣＬＲが入力される。タイミング生成部２５から
駆動信号φＨＣＬＲが水平リセットトランジスタ２５６のゲートに入力されると、水平リ
セットトランジスタ２５６がオン状態となり、水平転送線２５８がリセットされる。
【００５５】
　サンプルホールド部２５５は、バッファ２６１と、サンプルホールドスイッチ（トラン
ジスタ）２６２と、サンプル容量（コンデンサ）２６３と、オペアンプ２６４と、を含む
。バッファ２６１の入力には、水平転送線２５８が接続され、該水平転送線２５８を介し
て、撮像信号と水平リセット時のノイズ信号とがバッファ２６１に入力される。バッファ
２６１の出力は、サンプルホールドスイッチ２６２の一端側に接続される。サンプルホー
ルドスイッチ２６２の他端側は、オペアンプ２６４の入力に接続される。サンプル容量２
６３の一端側は、サンプルホールドスイッチ２６２の他端側とオペアンプ２６４の入力と
に接続され、他端側はグラウンドＧＮＤに接続される。オペアンプ２６４の出力は、オペ
アンプ２６４に反転入力端子に接続されるとともに、マルチプレクサ２６の入力に接続さ
れる。サンプルホールド部２５５は、サンプルホールドスイッチ２６２がオフ状態になる
直前の電圧をサンプル容量２６３に保持し、サンプルホールドスイッチ２６２がオフ状態
になっている間は、サンプル容量２６３に保持した電圧を出力する。
【００５６】
　実施の形態１では、垂直転送線２３９からのノイズ除去後の撮像信号の読み出しと、水
平リセットトランジスタ２５６による水平転送線２５８のリセットとを交互に行うことに
より、列方向の撮像信号のクロストークを抑制することが可能となる。また、サンプルホ
ールド部２５５のサンプルホールドスイッチ２６２を、ノイズ除去後の撮像信号の転送時
にオン状態とし、リセット時のノイズ信号の転送時にオフ状態とすることにより、ノイズ
除去後の撮像信号のみをオペアンプ２６４に出力することが可能となる。第１チップ２１
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がサンプルホールド部２５５を備えることにより、後段の増幅回路の帯域を半分にすると
ともに、レンジを抑制することができる。
【００５７】
　マルチプレクサ２６は、サンプルホールド部２５５から出力されるノイズ除去された撮
像信号と、基準電圧生成部２４６で生成される基準電圧Ｖｒｅｆとを交互に、出力部３１
に出力する。出力部３１は、ノイズ除去された撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆとを必要に応
じて信号増幅して、交互に第２チップ２２に出力する。
【００５８】
　第２チップ２２では、ノイズ除去された撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆとの交流成分のみ
を、伝送ケーブル３を介して、コネクタ部５に伝送する。
【００５９】
　図５は、実施の形態１による内視鏡システムの受光部の基準電圧生成部の構成を示す回
路図である。基準電圧生成部（定電圧信号生成部）２４６は、２つの抵抗２９１及び２９
２からなる抵抗分圧回路と、駆動信号φＶＳＨで駆動されるスイッチ（トランジスタ）２
９３と、電源から独立させて、揺らぎから開放させるためのサンプリング容量（コンデン
サ）２９４と、を含む。基準電圧生成部２４６は、スイッチ２９３の駆動により駆動信号
φＶＳＨが駆動するタイミングで、受光部２３と同じ電源電圧ＶＤＤから基準電圧Ｖｒｅ
ｆ（定電圧信号）と、ノイズ除去部２４３のクランプ電圧Ｖｃｌｐとを生成する。
【００６０】
　基準電圧Ｖｒｅｆとクランプ電圧Ｖｃｌｐとが同じ電源から同じタイミングで生成され
るため、基準電圧Ｖｒｅｆは、ノイズ除去部２４３から出力される撮像信号に対する電源
揺らぎの影響を反映する。また、基準電圧Ｖｒｅｆは、伝送ケーブル３での伝送ノイズ情
報を伝送中に反映する。したがって、ノイズ除去された撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆとを
交互にコネクタ部５に伝送することにより、コネクタ部５において、相関二重サンプリン
グ等のノイズ除去処理を行い、伝送中のノイズを除去した撮像信号を得ることができる。
【００６１】
　図６は、実施の形態１による撮像装置の駆動信号を示すタイミングチャートである。こ
の例では、受光部２３の行＜ｎ＞の単位画素２３０から信号を読み出し、出力部３１から
出力されるまでを説明する。
【００６２】
　まず、クランプスイッチ２５３をオン（φＶＣＬがＨｉｇｈ）し、画素出力スイッチ２
３８をオン（φＸ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）、電荷変換部リセット部２３６をパルス状にオン（
駆動パルスφＲ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）、転送トランジスタ２３４及び２３５をオフ（駆動パ
ルスφＴａ＜ｎ＞及びφＴｂ＜ｎ＞がＬｏｗ）することにより、読み出し対象の単位画素
２３０特有のばらつきと、画素リセット時のノイズなどを含むノイズ信号を、単位画素２
３０から垂直転送線２３９に出力する。このとき、クランプスイッチ２５３をオン（φＶ
ＣＬがＨｉｇｈ）状態にしたままにすることにより、列ソースフォロアトランジスタ２４
４のゲートをクランプ電圧Ｖｃｌｐの電圧とする。クランプ電圧Ｖｃｌｐは、φＶＳＨの
立下りのタイミングで決定し、このタイミングで基準電圧Ｖｒｅｆも決定される。
【００６３】
　次に、クランプスイッチ２５３をオフ（φＶＣＬがＬｏｗ）にした状態で、転送トラン
ジスタ２３４をパルス状にオン（駆動パルスφＴａ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）することにより、
光電変換素子２３１で光電変換された電荷を電荷変換部２３３が変換した信号を垂直転送
線２３９に読み出す。この状態で、画素出力スイッチ２３８はオン（φＸ＜ｎ＞がＨｉｇ
ｈ）されたままであるので、電荷変換部２３３によって電圧変換された撮像信号（光ノイ
ズ和信号）は垂直転送線２３９に転送される。この動作により、転送容量２５２を介して
、ノイズ信号が差し引かれた撮像信号（光信号）が、列ソースフォロアトランジスタ２４
４のゲートに出力される。ここで列ソースフォロアトランジスタ２４４のゲートに出力さ
れる信号は、クランプ電圧Ｖｃｌｐを基準としてサンプリングされた信号である。
【００６４】
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　撮像信号をクランプ電圧Ｖｃｌｐを基準としてサンプリングした後、水平リセットトラ
ンジスタ２５６をオフ（φＨＣＬＲがＬｏｗ）にし、水平転送線２５８のリセットを解除
し、列＜０＞の列選択スイッチ２５４をオン（駆動パルスφＨＣＬＫ＜０＞がＨｉｇｈ）
することにより、撮像信号を水平転送線２５８に転送する。この時、サンプルホールドス
イッチ２６２をパルス状にオン（駆動パルスφＨＳＨがＨｉｇｈ）することにより、撮像
信号がサンプル容量２６３にサンプリングされる。その後、マルチプレクサ２６にＬｏｗ
レベルの駆動パルスφＭＵＸＳＥＬを印加して、サンプル容量２６３にサンプリングされ
た撮像信号を出力部３１に出力する。この時、マルチプレクサ２６の駆動パルスと同期し
て、水平リセットトランジスタ２５６をオン（駆動パルスφＨＣＬＲがＨｉｇｈ）にし、
水平転送線２５８を再度リセットする。
【００６５】
　さらにその後、マルチプレクサ２６にＨｉｇｈレベルの駆動パルスφＭＵＸＳＥＬを印
加し、基準電圧生成部２４６で生成した基準電圧Ｖｒｅｆ（定電圧信号）を出力部３１に
出力するとともに、水平リセットトランジスタ２５６をオフ（φＨＣＬＲがＬｏｗ）にし
、リセットされていた水平転送線２５８のリセットを解除し、次の列の列選択スイッチ２
５４をオン（φＨＣＬＫ＜１＞がＨｉｇｈ）することにより、撮像信号を水平転送線２５
８に転送する。この時、サンプルホールドスイッチ２６２をパルス状にオン（駆動パルス
φＨＳＨがＨｉｇｈ）することにより、撮像信号がサンプル容量２６３にサンプリングさ
れる。そして、水平リセットトランジスタ２５６をオン（φＨＣＬＲがＨｉｇｈ）にし、
水平転送線２５８を再度リセットするとともに、水平リセットトランジスタ２５６のパル
スと同期して、マルチプレクサ２６にＬｏｗレベルの駆動パルスφＭＵＸＳＥＬを印加し
て、サンプリングされた撮像信号を出力部３１に出力する。
【００６６】
　このような動作を、受光部２３の列数分（又は読み出しが必要な列数分）繰り返すこと
により、撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆとが交互に出力部３１から出力される。さらに、光
電変換素子２３２についても、同一の動作を行うことにより、１ライン分の撮像信号が出
力される。また、１ライン分の読み出し動作を単位画素行数分（又は読み出しが必要な行
数分）繰り返すことにより、１フレーム分の撮像信号が出力される。
【００６７】
　以上、本発明の実施の形態１によれば、ノイズ除去部２４３に、サンプリング用のコン
デンサ（サンプリング容量）を必要としないため、転送容量（ＡＣ結合コンデンサ）２５
２の容量を低く抑えることができる。また、サンプリング容量が無い分、ノイズ除去部２
４３の占有面積を小さくすることができる。
【００６８】
　さらに、本発明の実施の形態１によれば、１画素ごとに撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆと
を交互に出力することができる。これにより、例えば、コネクタ部５に設けられる相関二
重サンプリング回路で、信号の伝送中に重畳する同相ノイズを効果的に除去することがで
きる。
【００６９】
　なお、上述の実施の形態１では、列方向に隣り合う２つの光電変換素子２３１及び２３
２を一組として単位セルを構成したが、行方向に隣り合う２つの光電変換素子を一組とし
て単位セルを構成してもよいし、行方向及び列方向に隣り合う４つの光電変換素子を一組
として単位セルを構成してもよい。また、画素共有を行わずに、１つの光電変換素子で単
位セルを構成するようにしてもよい。
【００７０】
　なお、サンプルホールド部２５５は、省略可能である。サンプルホールド部２５５を省
略した場合でも、後段のマルチプレクサ２６により、撮像信号のみが選択され、出力部３
１には、撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆとが交互に出力される。
【００７１】
（実施の形態１の変形例）
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　図７は、実施の形態１の変形例による内視鏡システムの第１チップの構成を示す回路図
である。この実施の形態１の変形例による内視鏡システム１の説明においては、実施の形
態１による内視鏡システム１と同一の構成要素については同一の符号を付して、その詳細
な説明は省略する。
【００７２】
　この実施の形態１の変形例では、図４の水平リセットトランジスタ２５６の代わりに、
基準電圧生成部３５６を、垂直走査部２４１とタイミング生成部２５との間に接続すると
ともに、列＜０＞のノイズ除去部２４３を介して、水平転送線２５８に接続している。ま
た、この変形例では、画素共有を行わずに１つの光電変換素子２３１が単位画素２３０に
含まれている。それ以外の回路構成は、実施の形態１と同様である。
【００７３】
　基準電圧生成部３５６は、リセット部（トランジスタ）３３６と、ソースフォロアトラ
ンジスタ３３７及び出力スイッチ（トランジスタ）３３８と、を含む。リセット部３３６
は、一端側が電源電圧ＶＤＤに接続され、他端側がソースフォロアトランジスタ３３７の
ゲートに接続され、ゲートには駆動パルスφＲが供給される信号線が接続される。タイミ
ング生成部２５から信号線を介して駆動パルスφＲが供給されると、リセット部３３６が
オン状態となり、ソースフォロアトランジスタ３３７のゲートにリセット時の信号が入力
される。ソースフォロアトランジスタ３３７は、一端側が電源電圧ＶＤＤに接続され、他
端側が出力スイッチ３３８の一端側に接続される。出力スイッチ３３８の他端側は垂直転
送線３３９に接続され、ゲートには、駆動パルスφＸが供給される信号線が接続される。
出力スイッチ３３８のゲートにタイミング生成部２５から信号線を介して駆動パルスφＸ
が供給されると、出力スイッチ３３８がオン状態となり、リセット時の信号が基準電圧生
成部３５６用の垂直転送線３３９に転送される。垂直転送線３３９に転送されたリセット
時の信号（基準電圧Ｖｃｌｐ）は、ノイズ除去部２４３により、ノイズが除去されて、水
平転送線２５８に転送される。
【００７４】
　基準電圧生成部３５６に供給される駆動パルスφＲ及び駆動パルスφＸは、垂直走査部
２４１を介さずに、タイミング生成部２５から直接供給されるので、行選択のためのイン
デックスが付されておらず、どの行が選択されているときでも、基準電圧生成部３５６に
は、駆動パルスφＲ及び駆動パルスφＸが供給される。
【００７５】
　以上のように、この実施の形態１の変形例では、水平リセット時の信号の代わりに、通
常の撮像信号と同じような経路を通過した基準電圧を水平転送線２５８に転送することで
、単位画素２３０から転送される途中で混入するノイズ成分を含んだ信号を水平転送線２
５８に転送することができる。
【００７６】
　図８は、実施の形態１の変形例による内視鏡システムの受光部の基準電圧生成部の構成
を示す回路図である。基準電圧生成部２４６ｂは、２つの抵抗２９１及び２９２からなる
抵抗分圧回路と、駆動信号φＶＳＨで駆動されるスイッチ（トランジスタ）２９３と、容
量（コンデンサ）２９４と、を含む。基準電圧生成部２４６ｂは、駆動信号φＶＳＨのタ
イミングで、受光部２３と同じ電源電圧ＶＤＤからノイズ除去部２４３のクランプ電圧Ｖ
ｃｌｐを生成する。この変形例では、基準電圧生成部３５６において生成した電圧を基準
電圧Ｖｒｅｆの代わりに、コネクタ部５に伝送するため、基準電圧生成部２４６ｂでは、
基準電圧Ｖｒｅｆを出力せずに、クランプ電圧Ｖｃｌｐのみを出力している。その他の構
成は、実施の形態１による基準電圧生成部２４６と同様である。
【００７７】
　図９は、実施の形態１の変形例１による撮像装置の駆動信号を示すタイミングチャート
である。まず、クランプスイッチ２５３をオン（φＶＣＬがＨｉｇｈ）にし、画素出力ス
イッチ２３８をオン（φＸ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）、電荷変換部リセット部２３６をオン（駆
動パルスφＲ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）、転送トランジスタ２３４及び２３５をオフ（駆動パル



(16) JP 5596888 B1 2014.9.24

10

20

30

40

50

スφＴ＜ｎ＞がＬｏｗ）することにより、行＜ｎ＞の単位画素２３０特有のばらつき及び
画素リセット時のノイズなどを含むノイズ信号を、単位画素２３０から垂直転送線２３９
に出力する。この時、基準電圧生成部３５６の出力スイッチ３３８もオン（φＸがＨｉｇ
ｈ）、リセット部３３６もオン（駆動パルスφＲがＨｉｇｈ）されるので、基準電圧生成
部３５６からも基準電圧が垂直転送線３３９に出力される。また、クランプスイッチ２５
３をオン（φＶＣＬがＨｉｇｈ）状態にしたままにすることにより、列ソースフォロアト
ランジスタ２４４のゲートをクランプ電圧Ｖｃｌｐの電圧とする。クランプ電圧Ｖｃｌｐ
は、φＶＳＨの立下りのタイミングで決定し、このタイミングで基準電圧Ｖｒｅｆも決定
される。
【００７８】
　次に、クランプスイッチ２５３をオフ（φＶＣＬがＬｏｗ）にした状態で、転送トラン
ジスタ２３４をオン（駆動パルスφＴ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）することにより、光電変換素子
２３１で光電変換された電荷を電荷変換部２３３に読み出す。この時、画素出力スイッチ
２３８はオン（φＸ＜ｎ＞がＨｉｇｈ）されたままであるので、電圧変換された撮像信号
は垂直転送線２３９に転送される。この動作により、転送容量２５２を介して、ノイズ信
号が差し引かれた撮像信号が、列ソースフォロアトランジスタ２４４のゲートに出力され
る。ここで列ソースフォロアトランジスタ２４４のゲートに出力される信号は、クランプ
電圧Ｖｃｌｐを基準としてサンプリングされた信号である。
【００７９】
　撮像信号をクランプ電圧Ｖｃｌｐを基準としてサンプリングした後、基準電圧生成部３
５６に対応する列＜０＞の列選択スイッチ３５４をオン（駆動パルスφＨＣＬＫ＜０＞が
Ｈｉｇｈ）することにより、基準電圧生成部３５６が出力する基準電圧（クランプ電圧Ｖ
ｃｌｐ）を水平転送線２５８に転送する。その後、列＜０＞の列選択スイッチ３５４をオ
フ（駆動パルスφＨＣＬＫ＜０＞がＬｏｗ）にし、列＜１＞の列選択スイッチ２５４をオ
ン（駆動パルスφＨＣＬＫ＜１＞がＨｉｇｈ）することにより、撮像信号を水平転送線２
５８に転送する。さらにその後、列＜１＞の列選択スイッチ２５４をオフ（駆動パルスφ
ＨＣＬＫ＜１＞がＬｏｗ）にして、再度、基準電圧生成部３５６に対応する列＜０＞の列
選択スイッチ３５４をオン（駆動パルスφＨＣＬＫ＜０＞がＨｉｇｈ）することにより、
基準電圧生成部３５６が出力する基準電圧（ノイズ信号）を水平転送線２５８に転送する
。次に、列＜０＞の列選択スイッチ３５４をオフ（駆動パルスφＨＣＬＫ＜０＞がＬｏｗ
）にし、列＜２＞の列選択スイッチ２５４をオン（駆動パルスφＨＣＬＫ＜２＞がＨｉｇ
ｈ）することにより、次の列の撮像信号を水平転送線２５８に転送する。このような動作
を、受光部２３の列数分（又は読み出しが必要な列数分）繰り返すことにより、基準電圧
生成部３５６が出力する基準電圧と撮像信号（撮像信号と基準電圧が加算された撮像信号
基準電圧和信号）とが交互に出力部３１から出力される。
【００８０】
　以上、本発明の実施の形態１の変形例によれば、実施の形態１と同様に、ノイズ除去部
２４３に、サンプリング用のコンデンサ（サンプリング容量）を必要としないため、転送
容量（ＡＣ結合コンデンサ）２５２の容量を低く抑えることができる。また、サンプリン
グ容量が無い分、ノイズ除去部２４３の占有面積を小さくすることができる。
【００８１】
　さらに、本発明の実施の形態１の変形例によれば、１画素ごとに基準電圧生成部３５６
が出力する基準電圧（クランプ電圧Ｖｃｌｐ）と撮像信号とを交互に出力することができ
る。これにより、例えば、コネクタ部５に設けられる相関二重サンプリング回路等で、信
号の伝送中に重畳する同相ノイズを効果的に除去することができる。また、基準電圧生成
部３５６が出力する基準電圧は、撮像信号と同様の経路を経ているので、転送途中のノイ
ズ成分を含み、グラウンドＧＮＤの揺らぎをコネクタ部５に伝送することが可能となり、
実施の形態１よりもさらに効果的にノイズの除去を行うことができる。
【００８２】
　なお、上述の実施の形態１の変形例では、画素共有を行わずに、１つの光電変換素子で
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単位セルを構成したが、実施の形態１と同様に、列方向に隣り合う２つの光電変換素子を
一組として単位セルを構成してもよい。また、行方向に隣り合う２つの光電変換素子を一
組として単位セルを構成してもよいし、行方向及び列方向に隣り合う４つの光電変換素子
を一組として単位セルを構成してもよい。
【００８３】
（実施の形態２）
　図１０は、実施の形態２による内視鏡システムの機能を表すブロック図である。この実
施の形態２による内視鏡システムの説明においては、実施の形態１による内視鏡システム
と同一の構成要素については同一の符号を付して、その詳細な説明は省略する。
【００８４】
　実施の形態２による内視鏡システム２０１は、撮像信号と基準電圧（定電圧信号）とを
交互に出力する内視鏡２内の撮像部２０（以下、単に内視鏡２とする）と、内視鏡２が出
力する撮像信号に所定の信号処理を施すとともに、内視鏡２が出力する基準電圧に基づき
撮像信号から残留ノイズを除去するコネクタ部２０５と、コネクタ部２０５から出力され
る画像信号に所定の画像処理を施すとともに、内視鏡システム２０１全体を制御するプロ
セッサ（制御装置）６と、プロセッサ６が処理を施した画像信号を表示する表示装置７と
、を備える。
【００８５】
　コネクタ部２０５は、内視鏡２が出力する撮像信号及び基準電圧を受信して、信号増幅
及びアナログデジタル変換を行うアナログ・フロント・エンド（ＡＦＥ）部１５０と、デ
ジタル変換された信号に対して残留ノイズ除去処理を行う撮像信号処理部１６０と、を備
える。
【００８６】
　ＡＦＥ部１５０は、受信部１５１と、信号強度測定部１５２と、増幅率設定部１５３と
、信号成分抽出部１５４と、信号増幅・アナログデジタル変換（ＡＤＣ）部１５５と、直
流（ＤＣ）成分抽出部１５６と、ＤＣ増幅・アナログデジタル変換（ＡＤＣ）部１５７と
、を含む。
【００８７】
　受信部１５１は、内視鏡２の出力信号（撮像信号及び基準電圧）を受信し、信号強度測
定部１５２に出力する。なお、受信部１５１が受信する撮像信号及び基準電圧には、伝送
ケーブル３等による伝送途中に重畳する伝送系ノイズやシステム電源ノイズ等の同相ノイ
ズ成分も含まれる。
【００８８】
　信号強度測定部１５２は、入力される内視鏡２の出力信号の信号強度を測定する。その
後、出力信号は、信号成分抽出部１５４及び直流（ＤＣ）成分抽出部１５６に出力される
。信号強度測定部１５２が測定した信号強度は、増幅率設定部１５３に送られ、増幅率設
定部１５３は測定した信号強度に基づき、内視鏡２の出力信号の減衰率を算出し、当該減
衰率に応じた増幅率を設定する。
【００８９】
　信号成分抽出部１５４は、入力される信号から、撮像信号に相当する信号成分のみを抽
出して、信号増幅・ＡＤＣ部１５５に出力する。例えば、信号成分抽出部１５４は、交互
に入力される撮像信号と基準電圧とで相関二重サンプリング処理等によるノイズ除去処理
を行い、撮像信号から基準電圧成分を差し引き、伝送時の同相ノイズ成分を除去する。し
かしながら、コモンモードの除去比率の分だけ同相ノイズが残留する。この残留する伝送
時の同相ノイズ成分を残留ノイズ成分と呼ぶ。信号増幅・ＡＤＣ部１５５は、増幅率設定
部１５３が設定した増幅率で、信号成分を増幅し、アナログデジタル変換を行ってデジタ
ル撮像信号として、後述する撮像信号処理部１６０の残留ノイズ除去部１６２に出力する
。信号増幅・ＡＤＣ部１５５で増幅された撮像信号には残留ノイズ成分が含まれる。
【００９０】
　ＤＣ成分抽出部１５６は、入力される信号から、基準電圧の直流成分のみを抽出する。
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ＤＣ成分抽出部１５６は、基準電圧から直流成分のみを取り込むことにより、伝送系ノイ
ズ及びシステム電源ノイズ等の同相ノイズ成分をレベル変動として検出する。ここで検出
した同相ノイズ成分のレベル変動は、ＤＣ増幅・アナログデジタル変換（ＡＤＣ）部１５
７に出力されて、信号成分と同じ増幅率で増幅された後、アナログデジタル変換されて、
後述する撮像信号処理部１６０の残留ノイズ演算部１６１に出力される。ここで、同相ノ
イズ成分も信号成分と同一の増幅率で増幅することにより、信号成分の増幅率に応じて増
大する残留ノイズ成分を効果的に除去することができる。
【００９１】
　図１１は、実施の形態２における伝送時の同相ノイズ成分を説明するための概念図であ
る。送信側の波形ＴＳは、内視鏡２から送信される撮像信号と基準電圧Ｖｒｅｆの信号レ
ベルの時間変動を表し、受信側の波形ＲＳは、図１０の受信部１５１で受信される撮像信
号と基準電圧Ｖｒｅｆの信号レベルの時間変動を表している。なお、本来撮像信号の信号
レベルは常に変動しているが、説明の便宜上、図１１では撮像信号の信号レベルも一定レ
ベルを保っているものとし、基準電圧Ｖｒｅｆの変動のみに着目している。
【００９２】
　図１１に示すように、基準電圧Ｖｒｅｆの信号レベルは、送信時は波形ＴＳのように所
定レベルを保っているが、伝送ケーブル３を介して長距離伝送されることにより、伝送時
の同相ノイズが重畳されて、波形ＲＳのように、撮像信号と基準電圧とに同相のレベル変
動が生じる。このような撮像信号と基準電圧との同相のレベル変動によるノイズ成分は、
信号成分抽出部１５４での相関二重サンプリング処理により除去されるが、除去後の信号
にも信号成分の増幅率に応じて増大する残留ノイズ成分が含まれる。
【００９３】
　そこで、実施の形態２では、基準電圧の直流成分を抽出することにより、同相ノイズ成
分のレベル変動を抽出して、該抽出したレベル変動に基づき、信号成分から相関二重サン
プリング処理後に残留した同相ノイズ成分を除去する。本実施の形態では、例えば、各基
準電圧ごとに、所定レベルとの差分を算出して、１ライン分の算出した差分の平均値を同
相ノイズ成分(ΔＶｒｅｆ)として、残留した同相ノイズ成分を除去するために用いる。な
お、同相ノイズ成分は１ライン分の平均値に限らず最大値や中間値等であってもよい。
【００９４】
　図１０に戻り説明を続ける。撮像信号処理部１６０は、例えば、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）により構成され、残留ノイズ演算
部１６１と、残留ノイズ除去部１６２と、を含む。残留ノイズ演算部１６１は、ＤＣ増幅
・ＡＤＣ部１５７から入力される増幅された同相ノイズ成分に基づき、信号増幅・ＡＤＣ
部１５５で増幅された撮像信号に残留する残留ノイズ成分を演算する。
【００９５】
　残留ノイズ成分は、例えば、まず、各基準電圧ごとに、所定レベルとの差分を算出して
、画素行１ライン分の算出した差分の平均値を同相ノイズ成分(ΔＶｒｅｆ)とし、該同相
ノイズ成分(ΔＶｒｅｆ)を信号成分の増幅率で乗算し、コモンモードの除去比率（ＣＭＲ
Ｒ）で除算する（ΔＶｒｅｆ×信号成分増幅率／ＣＭＲＲ）ことにより演算される。演算
により求めた残留ノイズ成分は、残留ノイズ除去部１６２に出力される。
【００９６】
　残留ノイズ除去部１６２は、信号増幅・ＡＤＣ部１５５で増幅されたデジタル撮像信号
から、残留ノイズ演算部１６１で算出した残留ノイズ成分を差し引くことにより、残留ノ
イズ成分を除去する。その後、残留ノイズ成分が除去されたデジタル撮像信号をプロセッ
サ６に出力する。プロセッサ６は、実施の形態１と同様に、デジタル撮像信号に対して所
定の画像処理等を行い、画像信号として表示装置７に出力する。
　表示装置７は、画像信号に基づき画像を表示する。
【００９７】
　図１２は、実施の形態２による伝送ノイズ除去効果を説明するためのグラフである。図
１２において縦軸は残留ノイズレベル、横軸は残留ノイズ演算部１６１で検出した同相ノ
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イズ（ΔＶｒｅｆ）のレベルを表す。信号成分の増幅率が変化すると、同相ノイズレベル
も追従して変化するが、残留ノイズ演算部１６１において、検出した同相ノイズ（ΔＶｒ
ｅｆ）に信号成分の増幅率を乗算しているので、信号成分の増幅率に応じて、残留ノイズ
成分を除去することができる。信号成分の増幅率が高ければ、残留ノイズ除去部１６２で
除去される残留ノイズ成分のレベルも高くなり、信号成分の増幅率が低ければ、残留ノイ
ズ除去部１６２で除去される残留ノイズ成分のレベルも低くなる。
【００９８】
　以上、本発明の実施の形態２によれば、基準電圧の直流成分を抽出することにより、同
相ノイズ成分のレベル変動を検出して、該検出したレベル変動に基づき、信号成分から同
相ノイズ成分を除去することが可能となる。また、検出した同相ノイズ成分を信号成分と
同じ増幅率で増幅することにより、増幅によりレベルが増加した同相ノイズ成分を効果的
に除去することが可能となる。
【００９９】
（実施の形態３）
　図１３は、実施の形態３による内視鏡システムの機能を表すブロック図である。この実
施の形態３による内視鏡システムの説明においては、実施の形態１又は実施の形態２によ
る内視鏡システムと同一の構成要素については同一の符号を付して、その詳細な説明は省
略する。
【０１００】
　実施の形態３による内視鏡システム３０１は、撮像信号と基準信号（定電圧信号）とを
交互に出力する撮像部（内視鏡）１０２と、撮像部１０２が出力する撮像信号に所定の信
号処理を施すとともに、撮像部１０２が出力する基準信号に基づき撮像信号から残留ノイ
ズを除去するコネクタ部３０５と、コネクタ部３０５から出力される画像信号に所定の画
像処理を施すとともに、内視鏡システム３０１全体を制御するプロセッサ（制御装置）６
と、プロセッサ６が処理を施した画像信号を表示する表示装置７と、を備える。
【０１０１】
　撮像部１０２は、撮像信号と基準信号とを交互に出力可能な撮像装置である。撮像信号
と基準信号とを出力可能であれば、撮像部１０２のイメージセンサは、どの様なタイプの
イメージセンサであってもよい。本実施の形態３では、撮像部１０２が、ＣＣＤイメージ
センサである場合を説明する。なお、撮像部１０２が送信する基準信号は、撮像部１０２
独自の電源電圧に基づき生成される基準電圧であってもよいし、プロセッサ６又はコネク
タ部３０５から撮像部１０２に電源電圧を供給し、該供給された電源電圧に基づき撮像部
１０２が生成する基準電圧（電源電圧参照信号）であってもよい。
【０１０２】
　コネクタ部３０５は、実施の形態２と同様に、撮像部１０２が出力する撮像信号及び基
準信号（クランプ信号）を受信して、信号増幅及びアナログデジタル変換を行うアナログ
・フロント・エンド（ＡＦＥ）部１５０と、デジタル変換された信号に対して残留ノイズ
除去処理を行う撮像信号処理部３６０と、を備える。
【０１０３】
　ＡＦＥ部１５０は、実施の形態２と略同一であり、受信部１５１と、信号強度測定部１
５２と、増幅率設定部１５３と、信号成分抽出部１５４と、信号増幅・アナログデジタル
変換（ＡＤＣ）部１５５と、直流（ＤＣ）成分抽出部１５６と、ＤＣ増幅・アナログデジ
タル変換（ＡＤＣ）部１５７と、を含む。
【０１０４】
　撮像信号処理部３６０は、例えば、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ
　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）により構成され、実施の形態２と同様の機能を有する残留ノイ
ズ演算部１６１と、残留ノイズ除去部１６２と、を備える。その他の構成は実施の形態２
と同様であり、受信部１５１によって受信された撮像信号は、残留ノイズ成分を除去され
て、画像信号としてプロセッサ６に出力され、表示装置７に画像として表示される。
【０１０５】
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　図１４は、実施の形態３における伝送時の同相ノイズ成分を説明するための概念図であ
る。波形ＴＳは、ＣＣＤイメージセンサを有する撮像部１０２から送信される撮像信号と
基準信号の信号レベルの時間変動を表し、波形ＲＳは、図１３の受信部１５１で受信され
る撮像信号と基準信号の信号レベルの時間変動を表している。ＣＣＤイメージセンサでは
、３値波形の中間値でクランプするため、クランプレベルが基準信号となる。そのため、
実施の形態３では、基準信号としてクランプレベルを用いている。なお、本来撮像信号の
信号レベルは常に変動しているが、説明の便宜上、図１４では撮像信号の信号レベルも一
定レベルを保っているものとし、基準信号（Ｖｒｅｆ）の変動のみに着目している。
【０１０６】
　図１４に示すように、基準信号の信号レベルは、送信時は所定レベルを保っているが、
伝送ケーブル３を介して長距離伝送されることにより、伝送時の同相ノイズが重畳されて
、図１４の右側に示すように、撮像信号と基準信号とに同相のレベル変動が生じる。
【０１０７】
　そこで、実施の形態３でも、実施の形態２と同様に、基準信号の直流成分を抽出するこ
とにより、同相ノイズ成分のレベル変動を抽出して、該抽出したレベル変動に基づき、信
号成分から残留同相ノイズ成分を除去する。本実施の形態では、例えば、各基準信号ごと
に、所定レベルとの差分を算出して、画素行１ライン分の算出した差分の平均値を同相ノ
イズ成分(ΔＶｒｅｆ)として、同相ノイズ成分を除去するために用いる。なお、同相ノイ
ズ成分は１ライン分の平均値に限らず最大値や中間値等であってもよい。なお、撮像信号
に残留する同相ノイズ成分を除去するための手法及び構成は実施の形態２と同様である。
【０１０８】
　以上、実施の形態３によれば、実施の形態２と同様に、基準信号の直流成分を抽出する
ことにより、同相ノイズ成分のレベル変動を検出して、該検出したレベル変動に基づき、
信号成分から同相ノイズ成分を除去することが可能となる。また、検出した同相ノイズ成
分を信号成分と同じ増幅率で増幅することにより、増幅によりレベルが増加した同相ノイ
ズ成分を効果的に除去することが可能となる。
【０１０９】
（付記１）
　撮像信号を出力する撮像装置と、撮像信号を処理して画像信号を生成する画像信号処理
装置とが接続される内視鏡システムにおいて、
　前記撮像装置は、
　被写体を撮像する撮像部と、
　前記撮像部の基準信号と、撮像信号と前記基準信号とが加算された和信号とを出力する
ように前記撮像部を制御する撮像制御部と、
　前記画像信号処理装置へ前記基準信号と前記和信号とを送信する撮像装置通信部と、を
備え、
　前記画像信号処理装置は、
　前記撮像装置から前記基準信号と前記和信号とを受信する画像処理装置通信部と、
　前記画像処理装置通信部が受信した前記基準信号と前記和信号との信号強度を測定する
測定部と、
　前記測定部が測定した信号強度に基づき、信号増幅率を設定する増幅率設定部と、
　前記設定した信号増幅率に基づき、前記基準信号と前記和信号とを演算し、撮像信号を
出力する撮像信号演算部と、
　前記撮像信号演算部が出力する撮像信号に基づき、画像信号を生成する画像信号処理部
と、を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【０１１０】
（付記２）
　前記画像信号処理装置は、さらに、
　前記撮像装置へ電源電圧を供給する電源供給部を備え、
　前記撮像装置は、さらに、
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　前記電源供給部から供給される電源電圧に基づく電源電圧参照信号を生成する電源電圧
参照信号生成部と、
　前記電源電圧参照信号を前記基準信号として送信する電源電圧参照信号送信部とを備え
ることを特徴とする付記１記載の内視鏡システム。
【符号の説明】
【０１１１】
　１，２０１，３０１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　伝送ケーブル
　４　操作部
　５，２０５，３０５　コネクタ部
　６　プロセッサ
　７　表示装置
　２０　撮像部
　２１　第１チップ
　２２　第２チップ
　２３　受光部
　２４　読み出し部
　２５　タイミング生成部
　２６　マルチプレクサ
　２７　バッファ
　２８　ヒステリシス回路
　３１　出力部
　５１，１５０　ＡＦＥ部
　５２，１６０，３６０　撮像信号処理部
　６１　電源部
　６２　画像信号処理部
　１０２　撮像素子
　１５１　受信部
　１５２　信号強度測定部
　１５３　増幅率設定部
　１５４　信号成分抽出部
　１５５　信号増幅・ＡＤＣ部
　１５６　ＤＣ成分抽出部
　１５７　ＤＣ増幅・ＡＤＣ部
　１６１　残留ノイズ演算部
　１６２　残留ノイズ除去部
　２３０　単位画素
　２３１，２３２　光電変換素子
　２３３　電荷変換部
　２３４，２３５　転送トランジスタ
　２３６　電荷変換部リセット部
　２３７　画素ソースフォロアトランジスタ
　２３８　画素出力スイッチ
　２３９，３３９　垂直転送線
　２４１　垂直走査部
　２４２，２５７　定電流源
　２４３　ノイズ除去部
　２４４　列ソースフォロアトランジスタ
　２４５　水平走査部
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　２４６　基準電圧生成部
　２５２　転送容量
　２５３　クランプスイッチ
　２５４，３５４　列選択スイッチ
　２５５　サンプルホールド部
　２５６　水平リセットトランジスタ
　２５８　水平転送線
　２６１　バッファ
　２６２　サンプルホールドスイッチ
　２６３　サンプル容量
　２６４　オペアンプ
　２９１，２９２　抵抗
　３３６　リセット部
　３３７　ソースフォロアトランジスタ
　３３８　出力スイッチ
　３５６　基準電圧生成部
【要約】
撮像装置は、光電変換素子と、第１の転送部と、電荷変換部と、電荷変換部リセット部と
、信号出力部と、第１の転送線と、転送容量と、第２の転送部と、転送容量リセット部と
、第２の転送線と、駆動部とを備え、前記第１の転送部をオフ状態にして、前記電荷変換
部をリセットした後、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力するときに、前記
転送容量をリセットするノイズ信号読み出し動作と、前記転送容量リセット部をオフ状態
にして、前記第１の転送部をオン状態にして前記光電変換素子が蓄積する電荷を転送した
後、前記電荷変換部の信号を前記第１の転送線へ出力する光ノイズ和信号読み出し動作と
、により前記第１の転送線から前記第２の転送部を介して信号を出力させる。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(24) JP 5596888 B1 2014.9.24

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(26) JP 5596888 B1 2014.9.24

10

フロントページの続き

(72)発明者  足立　理
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内

    審査官  内田　勝久

(56)参考文献  特開２００３－１９８９４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２８２２３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２５７９３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２０７２２０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／３０　～　　５／３７８
              Ｈ０４Ｎ　　　９／０４　～　　９／１１
              Ｈ０１Ｌ　　２７／１４　～　２７／１４８　　　
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　～　　１／３２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

